
ってハ γプの勾配の決定はライグヤ ード (人力 l!JiJìfUJ ヤ ード)よ

り軍基Eである。 一般に使用すべきリター〆が決定 した場合，

γ プの勾配は走行抵抗の最も小さく，またリ ター〆による制動

対~~ミの最も小さい貨車(現在 トキ 1500 形般車)が，最も走行抵

抗の小さいイ上訳線の限界付近で安全ì!I!結速度(1.5 m/sec 以下)

に減速し得るよ うに定める。 傘 ハ γ フ o

3 リターダ操車場の副総

リタ ーダヤ ードは普通のハンプヤードにくらべつぎの ような

点にとくに注意して設置する。

(1) カー リ ターダを転落勾配線上に配置し得るような余地を

作る。こ の場合どの群線に入る場合も常に同数のリ タ ーグを通

過するようにして十分な市IJ il?1Jがかかるよ うにする。

(2) 仕訳線はなるべく左右対照に規則正しく配線し，どの群

線に入る場合でも貨車の走行低抗はなるべく同一にする。

(3) 仕訳線はなるべく グループタイプとして . 1 組の リ タ ー

ダで数本の仕訳総を受け持つようにして， なるべくリタ ー ダの

数を滅少するようにする。

(4) 分岐;棋はできるだけ 1 箇所に集中し，最速ポイ ン トがな

るべくハゾプに接近するよ うにする。このため三枝分岐を用い

る。ー」貨車操車湯。(内閏隆滋 ・ 湯浅 滋)

かりよくはってんしょ 火力発電所 (英l steam power 

plant 一般に火力発電所というのは石炭を燃料とし， 水蒸気

を発生して汽力によってタービ γを回し発電するのが営一通で，

まれには石炭の代りに重油を燃料とするもの，ガス (天然、ガス ・

石炭ガス ・ 高炉ガス等l. 木材(鋸屑〔のこくず〕 ・ 木皮等l. 塵

芥(じんかい) ・ 都市塵芥を燃料とする発電所もあり，これらの

混合型式もある。 国鉄には赤羽， 川崎の 2 火力発電所がある。

l 火力発電所の立地条件

負荷の中心に近いこと(送電吹の軽滅l. 石炭および灰処理に

(貞利なこ と(燃料運搬政軽減のため大型船舶から直接協陸でき

る所，灰の処分のため埋立地等が近くにあるとよ し、)大量の冷

却水をとり得ること(海水でもよいl. ポイラ給水のための良質

の水を得られること，地質のよいこと，付近への景品篠(そ う音，

ばし、煙， 灰墜による付近への員長響対策) 。

2 燃料および灰取扱設備

岸壁についた石炭は各種クレー γ と ベル トコンベヤを適当に

組合わせ使別して修陸し. J狩炭場に巡び段鑑別 ・ 品極別に分け

て12tまれる。貯炭場でプノレド ーザを使用して能率をあげている

所もある。 j貯炭場から1汽ffi室パン カまではベル トコ ンベヤ また

はスキップホイス ト により綴入する。TIlìàlの i場合は!貯被l槽を設

ける。汽缶から発生した石炭l灰は灰潜に落し高速度の流水で溜[

(ため)池に運ぶ水洗式， 灰を水ために落して消火し灰総の中に

ドラグチェン ・ コ γベヤ等でため池ま で巡ぶ磁械式，あるいは

微粉炭汽ffiでホ ッパからまï~で引出す方法等があ

る。ため池に沈でんした灰はグラブパケ ッ ト で鍛

出するものや， ド レ ッ ジャ ポン プ， サ ソドポソプ

で灰を交えたまま管路て'Jm立地等へ放流するもの

がある。

3 汽缶

燃焼装置にはスト ー カ式 と微粉炭燃焼式があ

る。ス ト ー カ式は普通移床式または鎖床式ストー

カと呼ばれるものが多く ， 床に乗 った石炭は燃焼

しながら床とともに炉の奥に進み灰とな って務ち

る。また傾斜した床の一部が前後に運動すること

により石炭が奥へ移動する形もある。微粉炭燃焼

式は微粉炭機で石炭を粉砕して約 200 メッシュの

かりよくはつ

微粉とし， 11'. 1混の fr縮空気て'適度に乾燥して炉内に噴射するの

で微粉炭は炉の空間で完全に燃焼する。ストーカ式と微粉段式

を比較すると設備は自1]者のブJが単純であるが，燃焼能力は火床

問自主で定まり余り大きくできない。 f走者は燃焼室の大さで燃焼

能力が定まるので大容量のものに適する。使用石炭は約者は粒

の大きさに制限があるが，後者は粉炭でも よ く ， 混炭も容易で

ある。 後者は負荷変動に対する応illIJ性はよく，起動停止による

損失も少ない. 霊 ìll1燃焼の場合は霊前iを温めた後微粉炭と同機

に噴霧状として燃焼する。

火炉は炉壁の栴造から耐火れんが炉壁 (二重壁として空気冷

却するものあり l . 水冷壁(裸水管，ひれ付水管等によ っ てふ く

射熱を吸収し，街水を加熱する l. 蒸気冷圭11M (ふ く 射過熱総ま

たは蒸気蒋熱骨誌を炉墜に設ける)の 3 種類あるが，高圧高i!\l.の

大容量汽缶にはほとんど水冷壁が使用される。耐火材としては

可艶(そ)性 ・ ねん土状の成型物と ， 粉末状で水を添1m して鰍合

わせぬり込むものがあり，れんが償みのような継自のない自由

な形を とれる材料が使用される。

蒸気発生部は水管式て'水管傾斜の水平に近いものを機製 ・ 垂

直に近いものを縦裂といい，缶水の循環方法により 自 然循環型

と強制l循環型がある。水管内で加熱された缶水は上昇して上部

缶胴に入り ， 汽水分離骨誌によって蒸気だけ引出され， 過熱総で

乾燥飽和l蒸気としてタービンに送られる。

過熱2itには対流型とふく射型があり，前者が主として保則さ

れている。過熱然出 口の気温を一定とするため過熱綜に当 る焔

ガスをZ関節するとか，蒸気中に缶水をスプレ ー として注入する

方法がある。

節t是認ーおよび空気予熱2告は樫送ガスの余熱を利用するもので，

汽缶給水を加熱するものを節炭7'íi} ， 燃焼朋空気を加熱するもの

を空気予熱総という。

4 給水処現装置

缶水が煮詰る と 含有きょう 雑物のiitが増してスケ ー ノレ ・ 泥に

よ って熱の伝達を妨げ街材の腐し ょく ・ 浸しょくを起し， 守f性

脆化(ぜいか)によって缶材を損傷する。また街水の泡立 (7

ォ ー ミ γ グ)沸水 (プライミング)を起して蒸気に不純物が入

るので.ìfi!l熱管およびタ ービンまで傷めることになる。これを

除去するための給水処毘としては，ェパポレ - {I による蒸留i去，

電気持水法，イオン交換樹脂i去等があり ， 高J.f_ ï~J温になるほど

厳密な処理を袈する。また 0" CO ， の溶存ガスを除去するため

にi威圧または加圧脱気球を使用する。

5 自動燃焼装置

燃料と空気は負荷に応じてその盆を制御し，負荷変動のため

に気圧が変って効率に員長轡するのを防ぐ。気圧の変動に応じて

電気 ・ 圧縮空気 ・ l王 ìll1または直接リ γ ク{土併によ っ て燃料の量:

1 国鉄 川崎火力発電所 全 長
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